
平成 28 年度第 3 回病院倫理委員会 会議記録の概要 

 

１ 開催日時   平成 28 年 6 月 6 日(月) 15:15～16:32 

２ 開催場所   第 2 会議室 (本館 4 階) 

３ 出 席 者   12 名 

４ 欠 席 者   2 名 

５ 陪 席 者   1 名 

 

審議事項 

１ 人を対象とする医学系研究（3 件） 

(1) 受付番号：16-H015 

課題名：腹腔鏡下広汎子宮全摘術の有効性と安全性の検討 

研究責任者：若槻明彦（産婦人科学講座 教授） 

判定結果：修正の上で承認 

 

(2) 受付番号：16-H017 

課題名：入院前からの点眼指導への介入(DVD 視聴と点眼要点ボードの併用をこころみて) 

研究責任者：鰺坂礼子（看護部（８Ｂ病棟） 看護師長） 

判定結果：修正の上で承認 

 

(3) 受付番号：16-H020 

課題名：生活習慣病合併脂肪肝における水溶性珪素の効果の検討 

研究責任者：福沢嘉孝（先制・統合医療包括センター 教授） 

判定結果：修正の上で承認 

 

 

報告事項 

○迅速審査の結果 

１ 人を対象とする医学系研究（13 件） 

(1) 受付番号：12-047（変更） 

課題名：慢性肝疾患患者における線維化と発癌に対する新規糖鎖マーカーに関する研究 

研究責任者：伊藤清顕（内科学講座（肝胆膵内科） 教授（特任）） 

判定結果：承認 

 

(2) 受付番号：14-002（変更） 

課題名：本態性眼瞼痙攣に対する抑肝散内服治療 

研究責任者：柿崎裕彦（眼形成・眼窩・涙道外科 教授（特任）） 

判定結果：承認 

 

(3) 受付番号：15-021（変更） 



課題名：肝内胆汁うっ滞症における胆汁分泌関連遺伝子多型の解析 

研究責任者：米田政志（内科学講座（肝胆膵内科） 教授） 

判定結果：承認 

 

(4) 受付番号：15-058（変更） 

課題名：持続横筋筋膜面ブロックにおける間歇自動ボーラス投与の有効性に関する研究 

研究責任者：藤原祥裕（麻酔科学講座 教授） 

判定結果：承認 

 

(5) 受付番号：15-H100（変更） 

課題名：Ｃ型慢性肝炎・肝硬変におけるダクラタスビル＋アスナプレビル治療不成功例におけ

るＣ型肝炎ウイルス薬剤耐性変異の解析（多施設共同） 

研究責任者：米田政志（内科学講座（肝胆膵内科） 教授） 

判定結果：承認 

 

 (6) 受付番号：15-H113 

課題名：終夜睡眠ポリグラフ検査（PSG）における異常脳波と居眠り運転事故との関連 

研究責任者：塩見利明（睡眠科 教授） 

判定結果：承認 

 

(7) 受付番号：16-H002 

課題名：免疫性神経疾患における自己抗体の系統的測定と機能解析 

研究責任者：倉橋宏和（小児科 助教） 

判定結果：承認 

 

(8) 受付番号：16-H005 

課題名：肥満直腸癌患者における腹腔鏡下直腸癌手術の際の臍部回腸人工肛門の実施可能性 

研究責任者：石黒成治（外科学講座(消化器外科) 講師） 

判定結果：承認 

 

(9) 受付番号：16-H006 

課題名：傍大動脈リンパ節廓清後のＳ状結腸癌骨盤リンパ節再発に対する切除例 

研究責任者：石黒成治（外科学講座(消化器外科) 講師） 

判定結果：承認 

 

(10) 受付番号：16-H007 

課題名：便秘を訴える人の中で過敏性腸症候群便秘型と機能性便秘症の頻度と QOL，食品選択，

生活習慣に関する研究 

研究責任者：春日井邦夫（内科学講座（消化管内科） 教授） 

判定結果：承認 



 

(11) 受付番号：16-H011 

課題名：側頭葉てんかんにおけるカテゴリー特異的呼称障害の発症頻度の推定及び治療効果に

対する検討 

研究責任者：兼本浩祐（精神科学講座 教授） 

判定結果：承認 

 

(12) 受付番号：16-H013 

課題名：ワルデンシュトレームマクログロブリン血症に関する多施設共同後方視的調査研究 

研究責任者：花村一朗（内科学講座（血液内科） 教授（特任）） 

判定結果：承認 

 

(13) 受付番号：16-H018 

課題名：閉鎖型眼窩骨折の年齢別の臨床所見の違いに関する検討 

研究責任者：高橋靖弘（眼形成・眼窩・涙道外科 講師） 

判定結果：承認 

 

２ 特殊医療行為（2 件） 

(1) 受付番号：15-H112 

課題名：難治性角膜上皮障害に対する血清点眼治療 

研究責任者：高橋靖弘（眼形成・眼窩・涙道外科 講師） 

判定結果：承認 

 

(2) 受付番号：16-H008 

課題名：難治性角膜上皮障害に対する血清点眼治療 

研究責任者：高橋靖弘（眼形成・眼窩・涙道外科 講師） 

判定結果：承認 

 

 

 


